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● 2011福智町文化祭
主催／福智町文化連盟

磨
き
抜
い
た
技
や
表
現
を
年
に
一
度
の
晴
れ

舞
台
で
披
露
す
る
町
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
今
年

も
全
５
部
門
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

11
月
５
日
か
ら
２
日
間
、
金
田
分
館
と
金

田
体
育
館
で
３
千
３
６
７
作
品
が
一
堂
に
会
し

た「
作
品
展
示
」は
、
創
造
者
の
感
性
が
来
場

者
の
足
を
引
き
止
め
、
感
嘆
の
声
と
共
に
そ

れ
ぞ
れ
の
世
界
へ
と
引
き
込
み
ま
し
た
。
自
ら

の
心
情
や
思
い
を
重
ね
る
歌
を
発
表
し
た
11

月
５
日
の
金
田
分
館
で
の「
歌
謡
・
詩
吟
発
表

会
」や
、
11
月
５
日
か
ら
２
日
間
と
、
11
月
20

日
に
行
わ
れ
た「
芸
能
発
表
会
」は
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
た
出
演
者
が
卓
越
し
た
身

の
こ
な
し
や
演
奏
を
披
露
。
演
目
が
終
わ
る

た
び
に
観
客
か
ら
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
と
歓

声
を
受
け
ま
し
た
。
11
月
13
日
の「
ふ
れ
あ
い

絵画や書、生け花、手芸、そして町を代表
する伝統的工芸品の上野焼などがズラリ
と並んだ展示会場には、２日間で延べ４千
人が来場。訪れた人は町のアーティスト
の作品に、身も心も引き込まれていました。

へと引き込む多彩な展示、回を
重ねるごとに深みを増すステー
ジの数々…。11月５日から３週に
渡って開催された文化祭で、ア
ーティストたちが今年も町に彩
りを添えた様子をお届けします。

文化の結集
町を彩る
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11展示会場で子どもの成長を実感。22美声
を響かせたふれあいコンサート。33お茶席で
憩いの一服。44重厚な雰囲気が漂う謡曲・仕
舞の舞台。55躍動感あふれるリズムダンス。
66盤上で実力者たちが熱き頭脳戦を展開。77
日舞・民踊では日々磨いた演舞で観客を魅了。
88子どもたちの興味を集めた「ヨーヨー釣り」。
99自慢のノドを披露した歌謡・詩吟の出演者。

問
☎

●

●

コ
ン
サ
ー
ト
」の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
を
癒
や
し
の
美
声
で
充
満
さ
せ
、
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
た
11
月
20
日
の「
囲
碁
大
会
」

は
盤
上
で
静
か
な
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
３
週
に
渡
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た

福
智
町
文
化
祭
は
、
芸
術
の
秋
と
見
事
に
融

合
。
紅
葉
に
染
ま
る
町
に
彩
り
を
添
え
、来
場

者
の
心
を
大
き
な
感
動
で
包
み
込
み
ま
し
た
。

▶今年も早いもので残すとこ
ろあと１か月。暑く長い夏から
一気に冬に突入したような寒
さが押し寄せ、大好きな秋
をあまり感じられなかったこと
をさみしく感じます。今年一
年を改めて振り返ると、仕事
がら、出会いや発見の連続
でした。一生の内に出会える
人や出来事はごくわずか。今
後の出会いを楽しみに、来
年も励んでいきます。（久原）

▶認知症の家族の現状を伝
えたく、インタビューに応じて
くれるかたを探し回るも、な
かなかOKをもらえない毎日。
その背景にある家族の苦悩
を垣間見て、余計に正しい
理解を訴える必要性を感じ
ました。そんな中で、きれい
事では済まされない介護の
話を「地域のために」と語っ
てくださったみなさん。心
から感謝しています。（日吉）


